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令和４年度  都立一橋高等学校（通信制課程）学校経営報告 
 

校長   樋 口 博 文 

 
 

１ 今年度の取組と自己評価 

(１)教育活動への取組と自己評価及び課題 

[学習指導] 生徒の学習実態を踏まえ、活動率・単位修得率の上昇を目指し、学習の継続を支援する。 

ア)スクーリング指導(面接指導) 

①無学年制であり、端末購入対象外の生徒も存在し、一人一台端末導入の活用は検討課題である。

新たに生徒用端末が配備されることを踏まえ、効果的、実際的な活用方法を検討する。 

 ②ＩＣＴ(moca)の活用について、教員の活用(レポートヒント等)は 90％以上であるが、生徒が活用

(振り返りや意見収集)する場面は 40％に満たなかった。 

 ③～⑥ 魅力あるスクーリングを実施するために、ICT の活用例などの研修を実施した。活動率や

修得率については別表のような結果が出た。前期試験を受験できなかった学習者についても事情と意欲

を検証して後期受験の機会を設けたが、期待するほどの成果は出なかった。後期まで学習意欲を継続さ

せることが大きな課題として残る。 

 

 

イ)レポート指導 

①から④ 

効果的な添削指導方法について研修会を初めて実施した。また、NPO 法人の協力のもと、土曜

スクーリング時に居場所作りをし、レポート作成の支援をしている。さらに、木曜日にも登校居

場所作りをし、教員の支援を行った。サードプレイスへつなげることを自立支援チームで行って

いる。 

  ヒント集の提供は定着しているが、学習者の活用実態はもう少しある。活用方法についても検

討する。 

⑤次年度は総合的な探求の時間で電子レポートを試行する。 

ウ)考査 

  〇観点別評価に向けて検討をし、実施した。後期受験率の向上は課題である。 

オ)授業力向上 

  ①スクーリング方法や添削方法、生徒の学業支援方法等の校内研修を定期実施した。学習者の履修、

修得率向上を目指す。 

  

[進路指導] 生徒の進路意識を醸成し、進路実現に結び付ける。 

ア)～キ) 

  就職活動については、外部機関との進路指導部の連携、進路指導部と担任の連携が定着し、一定の

成果が出ている。一方、通信制の特徴から常時指導・支援が難しく、途中であきらめてしまう事例も

例年ある。効果的指導を行うため、迷いのある学習者支援としての別コースを設置した。 

   

[生活指導] 安全で安心な学校生活を送ることができるように学校全体で組織的に取り組む。 

 ア)～ウ) 

 一般的な生活指導上、授業規律上の課題はないが、特別な支援を必要とする学習者支援の方法

を検討する必要がでてきた。 
エ) 生徒理解を基に適切な指導を行うことを実践した。 

オ)いじめや生徒間トラブルはなかった。 

カ)避難訓練に年２回以上参加させ、防災意識や危機対応能力を育むことをした。通信制独自の課題は常

に意識し、教職員自らの意識向上を継続する。 

 

[特別活動・部活動] 特別活動・部活動を通して、学校への帰属意識の醸成や居場所づくりに努める。 

ア) 生徒会が通信フェスタをはじめ、企画・立案・運営に取り組めた。より多くの学習者が特別活動に

主体的に参加できる工夫を行う。 

イ)部活動を活性化はなかなか難しいが、一部部活動では定期活動で大会参加や発表ができている。オン

ライン部活動なども視野に入れていきたい。 

ウ)ＹＳＷやＳＣ、ＮＰＯ法人と連携した居場所作りは定着し、サードプレイスや「モク活」へつながる
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事例も出てきている。 

エ)各種学校行事への参加率を高める工夫を課題とする。 

 

[健康づくり] 生徒自身が主体的に心身の健康を管理できる資質・能力を育成する。 

ア)～オ) 

 養護教諭(非常勤)が配置されたことで、特別な支援が必要な学習者に対する組織的支援体制が充実し

た。ＳＣ、ＹＳＷ、特別支援学校等との情報共有も定着し、担任が支援を必要とする学習者への支援方

針の共有もできた。この取り組みを地盤に、学習者の卒業支援、進路実現支援につなげていきたい。 

 

[募集・広報活動（地域交流等）]  通信制教育を広く広報し、学業継続を希望する生徒を支援する。 

ア)ＨＰのリニューアルは完成した。さらに内容を充実させ、通信制の教育活動の特徴及び魅力を積極的

に発信する。 

イ)学校案内の刷新は継続課題である。教育関係者向けの説明会を定時制と共同で実施した。 

ウ)通信制としての校内外の掲示物の整理を実施した。今後は定時制と協同したユニバーサル・デザイン

の視点で充実が課題である。 

エ)感染症対策のためフェスタ公開は実施できなかった。通信制を地域に知ってもらう手立てとして授業

公開(４回)と月報の地域配布は行っているが、他の方法も考えたい。 

 

[学校経営・組織体制] 働き方改革を推進しながら、生徒の伸長を目指した教育活動を組織的に展開する。 

ア)学校運営連絡協議会への報告を機会として、校務分掌組織や委員会等のマネジメントサイクルを行っ

ている。教職員のライフ・ワーク・バランスは一定程度できているが、分掌による負担の平準化に取

り組めた。 

イ)指導と評価の一体化については全教員で取り組めている。より適切な指導と評価の一体化を進める必

要はある。 

ウ)通信制課程の改革とICT化が進む中、時期的に業務量は増加している。教員一人ひとりが効率化と効

果を意識していく。 

エ)都のコンプライアンス方針に基づき業務遂行をすることはできているが、より高い意識を教育公務員

として持っていく。 

オ)通信制独自の自立支援ユニット制による情報交換、支援方法の共有化で、多様な生徒に対する対応を

組織的に行えている。 

カ)自立支援ユニット制を教科指導等まで拡大はできていないが、教科としての改善は進んでいる。 

キ)なかなか連絡が取れない事例もあるが、様々な通信手段、家庭訪問等で双方向になる指導・支援を行

う努力をしている。 

ク) 平日スクーリングの充実について調査・研究を行い、生徒の居場所作りの提供はできている。   
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（２）重点目標と方策  

令和 4 年度 

重点目標 

  
主な方策 (目安) 成果 

具体的目標値  

①  

学習意欲の継

続、学力定着へ

の支援 

単位修得率 

55％⇒52％ 

（前年度 53.9％） 

 
面接指導の工夫  学校評価(生徒)肯定的評価 (77)％ 66.4% 

資格(英検・漢検・高認等)取得の奨励 延(10)人 6人 

活動率 

（単位修得者数 

／在籍者数） 

72％⇒71.6％ 

（前年度７1％） 

 

レポートのヒント集を作成、公開 (34)科目 28科目 

前期考査受験者の増加   登録者比 (70)％ 65.5% 

締切期限を守るレポートの提出   提出率 (74)％ 70.4% 

学則による退学者の減少 (25)人 42人 

② 

進路希望実現へ

の支援 

進路目標決定状況 

卒業年度当初 

77％⇒72.8％ 

（前年度７６％）  

進路情報の定期的な発信     月報  

                     Moca 

(10)回 

(24)回 

10回 

24回 

「総合探求１」にキャリア教育講座を開設 延(4)講座 ４講座 

放課後に進路分野別ガイダンスを実施 

上記キャリア教育講座、ガイダンス受講者の増加 

(4)回 

(125)人 

５回 

98人 

進路決定率(進学､ 

就業､主夫･主婦)  

89％⇒87.2％ 

（前年度 88.8％） 

 

夏季休業期間に講習・補習を開講 (20)講座 17講座 

進路の手引きを使う特別講座の開設 

（総合探求１及び就職セミナー受講者の増加） 

延(32)講座 

(440)人 

32講座 

485人 

③ 

主体的自律的な

学校生活の推進

と安全で安心な

学習環境の維持 

学校生活の充実 

学校評価(生徒) 

 肯定的評価 

68％⇒57.5％ 

（前年度 67.1％） 

 

行事（運動会・フェスタ) への参加   参加率 (15)％ 26％ 

部活動の活性化   加入率 (９)％ 10％ 

特別スクーリングの実施 (10)回以上 10回 

特別スクーリングへの積極的な参加  参加者数 (420)人 420人 

防災意識の向上 

避難訓練参加率 

30％⇒31％ 

（前年度 29.7％） 

 防災訓練（講話・避難訓練）の実施 (4)回 4回 

健全育成指導状況  内容を精選した月報の定期的な発行(掲示・配信) (10)回 10回 

 体罰     ０  セーフティ教室の実施    参加者数 (200)人 154人 

いじめ    ０  研修会（いじめ、体罰、健全育成、特別支援教育） (10)回 6回 

学校事故  ０  教育相談状況報告会を月例会として開催 (10)回 8 回 

  学校内外の巡回を毎週実施 (20)回 20 回 

  地域清掃を年３回実施、参加生徒の増加 (180)人 180 人 

④ 

広報活動の 

積極的・組織的

な展開 

説明会参加 

51 組⇒ 66 組 

（前年度５１組） 
 

資料を改善した説明会等の校内実施 (3)回 3 回 

外部説明会への参加 (1)回 2 回 

中学校・都立高等学校・関係機関への広報 

（郵送・ＦＡＸ・電子メール等を含む） 
(５５０)ヶ所 413 ヶ所 

教育活動のＨＰでの紹介  更新回数 (月２)回 月 2 回 

⑤ 

適正で効果的な

学校運営 

マネジメントサイクル 

に基づく学校運営 

 

適正な予算執行と効果的な予算編成 執行・編成 執行済 

分掌部会を定例的に開催する 週(１)回 週 1 回 

分掌目標の設定と実施評価 設定・評価 実施 

学校運営連絡協議会へのＰＤＣＡに基づく報告 (３)回 3 回 

 

 

 

 


